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池
田
調
三
郎
の
少
年
時
代

武
藤

康
史

池
田
禰
三
郎
の
自
筆
年
譜
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
昭
和
三
十
六
年
刊
の
『
現
代
知
性
全
集
』
⑬
『
池
田
粥
三
郎
集
』
(
日
本
書
房
)
に
収
め
ら
れ
た
「
年
譜
」
。
こ
れ
は
自
筆
と
は
銘
打
っ

て
い
な
い
が
、
自
筆
年
譜
と
し
て
の
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
(
こ
の
本
の
巻
数
表
示
は
ト
ピ
ラ
で
は
側
、
奥
付
で
は
⑬
と
な
っ
て
い
た

)
0

付
時
齢
制
一
一
向
』
(
角
川
書
店
)
に
収
め
ら
れ
た
「
自
撰

も
う
一
つ
は
、
昭
和
五
十
年
刊
の
『
池
田
調
三
郎
著
作
集
』
第
十
巻
『
随
筆
随
想

年
譜
」
。

私
は
平
成
十
九
年
、
池
田
禰
三
郎
エ
ッ
セ
イ
選
「
世
俗
の
詩
・
民
衆
の
歌
』
(
講
談
社
文
芸
文
庫
)
を
編
み
、
新
た
な
年
譜
を
添
え
た
。
そ
の
際
、

か
つ
て
自
筆
年
譜
で
言
及
さ
れ
て
い
た
新
聞
記
事
を
探
し
、
一
部
を
引
用
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
全
文
を
紹
介
し
た
い
。
ま
た
ほ
か
の
箇
所
に
つ
い
て
も
気
づ
い
た
こ
と
を
二
、
三
書
き
つ
け
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
少
年
時

代
ま
で
の
項
目
に
限
る
こ
と
に
す
る
。
年
譜
に
注
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
池
田
粥
三
郎
の
少
年
時
代
を
す
こ
し
で
も
詳
し
く
見
る
こ
と
が

で
き
た
ら
:
:
:
と
願
っ
て
い
る
(
私
事
に
わ
た
る
が
、
池
田
嫡
三
郎
の
慶
謄
最
後
の
年
、
私
は
国
文
科
の
三
年
生
だ
っ
た
。
年
度
末
の
こ
ろ

池
田
先
生
に
飲
み
に
連
れ
て
行
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
慶
磨
仲
通
り
か
ら
脇
に
は
い
っ
た
バ

l

で
止
ま
り
木
に
並
ん
だ
。
昭
和
五
十
五
年
の

一
月
か
二
月
:
:
:
と
い
う
と
こ
ろ
、
だ
ろ
う
か
。
あ
の
よ
う
な
時
期
に
:
:
:
と
身
の
諌
む
思
い
が
す
る
。
そ
の
こ
ろ
私
は
池
田
禰
三
郎
の
よ
い
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読
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
愛
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
人
池
田
嫡
三
郎
の
存
在
は
大
き
い
。
そ
の
年
譜
は
不
断
に
検
討
を
加
え
ら

れ
る
べ
き
も
の
と
信
ず
る
)
。

大
正
十
年
(
数
え
八
歳
)

こ
の
年
、
池
田
禰
三
郎
の
曾
祖
母
・
平
野
し
げ
が
亡
く
な
っ
た
(
同
居
し
て
い
た
)
。
「
池
田
嫡
三
郎
著
作
集
』

の
「
自
撰
年
譜
」
に
は
こ

の
年
の
項
に
、

一
O
月
。
曾
祖
母
し
げ
八
三
歳
で
死
去
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
現
代
知
性
全
集
』
の
「
年
譜
」
で
は
こ
の
曾
祖
母
の
死
去
が
大
正
八
年
の
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
こ
れ
は

誤
り
で
、
『
池
田
禰
三
郎
著
作
集
』
の
と
き
誤
り
を
正
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
『
現
代
知
性
全
集
』
の
「
年
譜
」
に
あ
っ

た
追
憶
が
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
大
正
八
年
の
項
に
は
こ
う
書
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
「
池
田
粥
三
郎
著
作
集
』

の
「
自
撰
年
譜
」
は
各

行
天
ツ
キ
だ
が
、
「
現
代
知
性
全
集
』
の
「
年
譜
」
は
冒
頭
一
字
下
ゲ
。
そ
の
体
裁
の
ま
ま
引
く
)
。

曾
祖
母
死
去
。
こ
の
曾
祖
母
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
姉
が
、
私
が
曾
祖
母
の
死
に
あ
っ
て
泣
か
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
じ
め
た
の
で
、

い
き
な
り
腕
に
か
み
つ
い
た
記
憶
が
あ
る
。
か
ん
し
ゃ
く
持
ち
で
短
気
で
あ
っ
た
。
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姉
の
腕
に
噛
み
つ
い
た
の
は
大
正
十
年
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(441) 

大
正
十
一
年
(
数
え
九
歳
)

『
池
田
禰
三
郎
著
作
集
」
の
「
自
撰
年
譜
」
に
は
こ
の
年
の
項
に
、

六
月
。
帝
国
劇
場
で
「
忠
臣
蔵
」
を
見
る
。
短
気
な
の
を
心
配
し
た
母
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

と
あ
る
が
、
こ
の
年
譜
に
お
い
て
短
気
と
は
初
め
て
登
場
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
『
現
代
知
性
全
集
』の
「
年
譜
」
で
は
前
年
の
項
に
使
つ

L
U
 

た
《
か
ん
し
ゃ
く
持
ち
で
短
気
》
と
い
う
言
い
回
し
を
こ
の
年
に
再
び
用
い
、
文
章
の
妙
味
が
出
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
年
の
記
述
自

体
、
「
自
撰
年
譜
」
よ
り
詳
し
か
っ
た
。

六
月
、
帝
国
劇
場
上
演
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
に
つ
れ
て
い
か
れ
た
。
か
ん
し
ゃ
く
持
ち
で
短
気
な
の
を
心
配
し
た
母
の
は
か
ら

い
で
あ
っ
て
、
忠
臣
蔵
を
、
判
官
の
短
気
か
ら
お
こ
っ
た
史
劇
と
し
て
説
明
し
て
、
そ
の
後
も
折
に
ふ
れ
て
母
か
ら
短
気
を
い
ま
し
め

ら
れ
た
。
ま
た
母
は
北
垣
恭
次
郎
「
国
史
美
談
」
を
好
ん
で
読
ん
で
聞
か
せ
た
の
で
、

い
つ
し
か
歴
史
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
帝
劇
の
五
十
年
」
(
東
宝
、
昭
和
四
十
一
年
刊
)の
上
演
年
表
を
見
る
と
、
大
正
十
一
年
の
項
に
、



ハh
u
-
-
i

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(
通
し
)

6

・
お

旅
姿
思
掛
稲
(
永
井
荷
風
作
)

入
梅
晴
関
空
住
吉
(
河
竹
黙
阿
弥
作
)

と
あ
り
、
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
六
月
二
十
四
日
ま
で
か
と
思
い
か
け
た
。
し
か
し
当
時
の
新
聞
広
告
を
見
る
と
、

帝
劇
六
月
狂
言
男
優
劇

毎
夕
四
時
半
開
演

浄
瑠
璃
旅
姿
思
掛
稲

一
幕

時
代
劇
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
五
幕

浄
瑠
璃
所
作
事

入
梅
晴
間
空
住
吉

一
幕

と
あ
る
の
で
(
「
都
新
聞
」
六
月
六
日
付
)
、
三
本
立
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
聞
を
見
わ
た
す
と
、
《
「
忠
臣
蔵
」
の
通
し
と
は
珍
ら
し
い

出
し
物
で
あ
る
》
と
の
評
も
あ
っ
た
が
(
「
都
新
聞
」
六
月
五
日
付
)
、
正
確
に
は
《
三
段
目
進
物
よ
り
七
段
目
茶
屋
場
ま
で
》
ら
し
い
(
「
寓

朝
報
」
五
月
三
十
一
日
付
)
。
大
入
り
で
補
助
椅
子
も
出
た
と
い
う
が
(
「
東
京
朝
日
新
聞
」
六
月
六
日
付
朝
刊
)
、
《
帝
劇
の
や
う
な
劇
場
で

や
か
ま

歌
舞
伎
劇
を
演
る
の
は
い
け
な
い
な
ど
と
今
更
ら
し
く
厳
し
く
言
ふ
人
》
も
い
た
と
い
う
(
同
六
月
四
日
付
朝
刊
)
。
歌
舞
伎
座
は
前
の
年
(440) 



に
失
火
か
ら
全
焼
し
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
は
再
建
中
で
、
《
歌
舞
伎
座
も
先
づ
地
鎮
祭
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
》
と
も
書
い
で
あ
っ
た
(
同
六

月
二
日
付
朝
刊
)
。
高
師
直
、
大
星
由
良
之
助
は
幸
四
郎
、
塩
谷
判
官
は
宗
十
郎
、
お
軽
は
梅
幸
、
勘
平
は
羽
左
衛
門
と
い
っ
た
配
役
。

こ
の
と
き
の
帝
劇
の
「
忠
臣
蔵
」
は
ポ
l

ル
・
ク
ロ
l

デ
ル
も
見
て
い
る
こ
と
を
『
歌
舞
伎
座
百
年
史

本
文
篇
』
(
松
竹
・
歌
舞
伎
座
、

平
成
五
年
刊
)
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

「
年
譜
」
に
は
北
垣
恭
次
郎
『
国
史
美
談
』
の
こ
と
も
出
て
い
た
。
池
田
嫡
三
郎
が
あ
ち
こ
ち
で
そ
の
愛
読
の
ほ
ど
を
回
想
し
て
い
る
本

で
あ
る
。

次
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
。

「
国
史
美
談
』
上
巻
(
大
正
七
年
九
月
八
日
刊
)

『
国
史
美
談
』
中
巻
(
大
正
八
年
四
月
十
八
日
刊
)

『
国
史
美
談
』
下
巻
(
大
正
九
年
五
月
十
五
日
刊
)

「
続
国
史
美
談
』
前
篇
(
大
正
十
一
年
七
月
二
日
刊
)

『
続
国
史
美
談
』
中
篇
(
大
正
十
三
年
一
月
十
日
刊
)

「
続
国
史
美
談
』
後
篇
(
大
正
十
四
年
三
月
十
五
日
刊
)

『
国
史
美
談

現
代
史
』
巻
一

(
昭
和
二
年
七
月
一
日
刊
)

「
国
史
美
談

現
代
史
』
巻
二
(
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
日
刊
)

(439) 



す
べ
て
実
業
之
日
本
社
刊
。
著
者
は
す
べ
て
北
垣
恭
次
郎
(
の
み
)
。
ト
ピ
ラ
に
見
え
る
著
者
の
肩
書
は
、
「
続
国
史
美
談
』
前
篇
ま
で
は

東
京
高
等
師
範
学
校
助
教
授
。
次
の
本
か
ら
は
元
教
授
。

『
続
国
史
美
談
』
中
篇
の
巻
末
に
『
国
史
美
談
」
『
続
国
史
美
談
』
の
広
告
が
あ
り
、
《
全
国
各
地
で
課
外
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
て
大
好
評
》

な
ど
と
書
い
て
あ
る
。

北
垣
恭
次
郎
は
こ
の
あ
と
『
国
史
美
談
』
『
続
国
史
美
談
』
に
《
大
増
補
を
加
へ
》
(
「
序
」
)
、
全
八
巻
の
『
大
国
史
美
談
』
を
出
し
た
(
実

業
之
日
本
社
、
昭
和
十
六
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
刊
)
。

さ
ら
に
全
十
八
巻
の
『
趣
味
の
日
本
史
談
』
も
出
し
て
い
る
(
明
治
図
書
出
版
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
一
年
に
か
け
て
刊
)
。
巻
一

-159-

の
巻
末
の
こ
の
本
の
広
告
に
は
《
か
つ
て
国
史
美
談
を
執
筆
し
、
百
万
の
読
者
を
熱
狂
さ
せ
た
著
者
が
、
再
び
筆
を
と
り
》
:
:
:
な
ど
と
書

い
て
あ
り
、
『
国
史
美
談
』
の
人
気
が
偲
ば
れ
る
。

そ
の
文
章
の
見
本
と
し
て
、
短
い
一
節
を
掲
げ
て
み
た
い
。
『
国
史
美
談
』
上
巻
の
第
二
十
五
章
「
源
平
の
戦
」
の
最
初
の
節
の
全
文
で

あ
る
(
こ
の
よ
う
に
各
節
、
太
字
の
小
見
出
し
が
つ
い
て
い
る
。
原
文
総
ル
ビ
、

一
部
を
生
か
す
)
。

清
盛
の
無
道

鹿
谷
の
変
よ
り
二
年
の
後
に
、
重
盛
は
病
気
に
握
り
、
四
十
二
歳
で
亮
じ
た
。
或
書
物
に
は
重
盛
は
父
の
悪
心
を
和

げ
よ
う
と
し
て
、
わ
ざ
/
\
熊
野
の
社
に
参
詣
し
、
死
を
祈
っ
た
為
に
亮
じ
た
も
の
の
様
に
書
い
て
あ
る
が
、
果
し
て
其
の
通
り
か
否

か
は
分
ら
な
い
。
併
し
重
盛
は
日
頃
父
の
剛
情
我
佳
を
苦
に
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
或
は
其
の
心
配
が
重
盛
の
死
を
早
め
た
か
も

の
ち
し
あ
は
せ

知
れ
な
い
。
兎
に
角
重
盛
の
亮
去
は
平
家
に
と
っ
て
は
一
大
不
幸
で
、
其
の
後
清
盛
は
諌
め
る
者
の
無
い
の
を
仕
合
に
、
始
終
我
億
を

(438) 



貫
く
様
に
な
っ
た
。

さ
て
重
盛
亮
じ
て
後
間
も
な
く
、
後
白
河
法
皇
は
時
の
関
白
(
耕
一
向
)
等
と
御
相
談
の
上
、
重
盛
の
領
地
を
御
取
上
に
な
っ
た
。
其

こ
れ

の
頃
清
盛
は
摂
津
の
福
原
に
ゐ
た
が
、
之
を
聞
い
て
大
い
に
怒
り
、
早
速
平
氏
を
率
ゐ
て
京
都
に
上
り
、
関
白
以
下
法
皇
の
近
臣

三
十
九
人
の
職
を
罷
め
さ
せ
、
畏
多
く
も
法
皇
を
或
御
殿
に
押
込
め
奉
っ
た
。
清
盛
の
肝
痛
が
如
何
に
強
か
っ
た
に
も
せ
よ
、
之
を
諌

め
る
者
の
無
か
っ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
平
家
に
は
重
盛
以
外
に
忠
義
を
重
ん
ず
る
人
は
無
か
っ
た
と
見
え
る
。
実
に
苦
々
し
い
事
で
あ

る
。

こ
の
文
章
を
母
親
か
ら
読
み
聞
か
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

北
垣
恭
次
郎
の
著
書
に
は
ほ
か
に
『
小
学
地
理
教
材
』
『
地
理
教
授
』
『
近
世
史
談
』
『
地
理
文
庫

日
本
の
誇
』
『
小
学
地
理
教
授
書
』
『
小

学
国
史
の
指
導
精
神
』
『
皇
国
新
地
誌
』
『
日
本
文
化
史
談
』
『
近
代
日
本
文
化
恩
人
と
偉
業
』
『
近
代
日
本
産
業
を
興
し
た
人
々
』
な
ど
が

あ
る
。『

近
代
日
本
教
育
論
集
』
(
国
土
社
)の
第
四
巻
『
教
育
内
容
論
E

』
(
昭
和
四
十
六
年
刊
)
に
よ
れ
ば
、
北
垣
恭
次
郎
は
明
治
十
年
生
れ
。

明
治
三
十
七
年
、
東
京
高
等
師
範
学
校
卒
。
昭
和
三
十
四
年
残
。

大
正
十
四
年
(
数
え
十
二
歳
)

『
池
田
禰
三
郎
著
作
集
』
の
「
自
撰
年
譜
」
の
こ
の
年
の
項
に
、

(437) -160-



五
月
。
二
十
三
日
、
兵
庫
県
北
部
但
馬
地
方
に
大
地
震
。
関
東
の
大
地
震
の
経
験
な
ど
を
織
り
こ
ん
で
、
見
舞
い
の
文
章
を
書
い
た
ら

『
報
知
新
聞
』
に
載
っ
た
。

と
あ
る
(
『
現
代
知
性
全
集
』
の
「
年
譜
」
に
は
こ
の
こ
と
は
見
え
な
い
)
。

「
報
知
新
聞
」
を
見
る
と
、
地
震
は
こ
ん
な
見
出
し
で
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

山
陰
地
方
強
震
に
襲
は
れ

城
の
崎
豊
岡
方
面
破
壊
さ
る

死
傷
も
あ
る
見
込

-161-

今
朝
十
一
時
H

各
地
に
火
災
起
り

こ
れ
が
載
っ
た
紙
面
の
欄
外
に
は
《
大
正
十
四
年
五
月
廿
四
日
》
と
い
う
表
示
と
並
べ
て
《
(
廿
三
日
夕
刊
)
》
と
丸
が
っ
こ
で
注
記
し
て

あ
る
。

つ
ま
り
実
際
は
五
月
廿
三
日
夕
刊
と
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
次
の
日
の
日
付
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
も
の
。

池
田
粥
三
郎
の
作
文
が
載
っ
た
の
は
、
こ
の
ち
ょ
う
ど
一
週
間
後
で
、
《
五
月
三
十
一
日
》
と
い
う
表
示
と
と
も
に
《
(
三
十
日
夕
刊
)
》

と
注
記
さ
れ
て
い
る
紙
面
。

そ
の
第
八
面
、
「
コ
ド
モ
ホ
ウ
チ
」
と
銘
打
た
れ
た
面
に
「
児
童
作
品
/
山
陰
の
大
地
震
/
慰
問
の
巻
/
京
橋
泰
明
小
学
校
生
徒
」
と
題
し
、

(436) 



泰
明
小
学
二
年

泰
明
小
学
三
年

泰
明
小
学
四
年

泰
明
小
学
五
年

泰
明
小
学
六
年

阿
Jll 
米
子

鈴
木
ゑ
い

島

玉
乃

池
田
弥
三
郎

菊
地
福
太
郎

ま
に
書
き
写
し
て
お
き
た
い

と
五
人
の
作
文
が
並
ん
で
い
る
。
池
田
弥
三
郎
(
こ
こ
で
は
「
粥
」
で
な
く
こ
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
)

(
見
出
し
の
最
初
の
一
行
は
ワ
ク
を
含
め
三
行
ド
リ
の
大
き
な
字
に
な
っ
て
い
た
。
本
文
は
行
頭
天
ツ
キ
。
匂

の
文
章
全
文
を
ル
ピ
も
そ
の
ま

点
不
使
用
。
原
態
は
一
行
十
五
字
)
。

震
災
時
を
思
ひ

今
頃
は
ど
う
し
て

泰
明
小
学
五
年

池
田
弥
三
郎

こ
ゑ
そ
と
と
び
が
う
ぐ
わ
い

五
月
二
十
三
日
、
午
後
三
時
頃
、
ご
、
つ
が
い
/
\
と
い
ふ
、
け
た
〉
ま
し
い
声
に
、
お
ど
ろ
い
て
外
に
飛
出
し
、
そ
の
号
外
を
よ
ん

(435) -162-



み
い
ん
ち
は
う
ち

で
見
る
と
、
今
日
の
十
一
時
八
分
に
山
陰
地
方
に
大
地
震
が
あ
っ
た
そ
う
だ

と
ほ
う
ち
し
ん
ぶ
ん
み
ち
し
ん
こ
と
か

う
ち
へ
飛
ん
で
か
へ
っ
て
、
報
知
新
聞
を
見
る
と
、
地
震
の
事
が
く
わ
し
く
書
い
で
あ
っ
た
、

み
や
っ
と
こ
ろ
の
せ
き
と
よ
き
さ
き

宮
津
と
い
ふ
所
だ
そ
う
だ
、
西
の
は
て
の
下
関
ま
で
ひ
テ
い
た
そ
う
で
、
豊
岡
、
城
の
崎
は
、

ち
き
さ
き
を
ん
せ
ん

し
ん
げ
ん
地
は
城
の
崎
温
泉
の
そ
ば
の

さ
い
お
こ
き
さ
き
を
ん
せ
ん
め
つ

火
災
を
起
し
て
城
の
崎
温
泉
は
全
滅
し

た
さ
く
し
ん
さ
い
ぼ
く
ら
い
ん
し
よ
く
み

一
昨
年
の
大
震
災
に
僕
等
は
飲
食
に
大
へ
ん
こ
ま
り
、
こ
の
東
京
市
を
や
く
、
火
を
見
て
、
う
ら
め
し
く
思
っ
て
ゐ
た
、
そ
う
し
て
子

お
や
う
し
な
な
ん
ち
し
ん
く
わ
ん
ま
わ
ど
ち
し
ん
お
こ

と
わ
か
れ
、
親
を
失
ひ
、
兄
弟
と
は
ぐ
れ
た
人
が
、
何
人
も
あ
っ
た
、
そ
の
大
地
震
が
、
関
西
に
廻
っ
て
今
度
の
地
震
を
起
し
た
の
で

あ
る
し
ん
さ
い
こ
ろ
な
に
や
け
あ
と
い
へ
と
こ
ろ
こ
ま
く
る

震
火
災
に
あ
っ
た
人
は
今
頃
何
を
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
、
き
っ
と
焼
跡
や
家
の
い
た
ん
だ
所
を
な
ほ
す
に
困
り
、
苦
し
ん
で
ゐ
る
だ
ら
う
、

お
や
う
し
な
お
や
し
ん
さ
い
ぼ
く
ら
い
ん
し
ょ
く
く
る

親
と
分
れ
た
、
を
さ
な
ご
や
子
を
失
ふ
た
親
は
ど
う
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
、
や
っ
ぱ
り
大
震
火
災
に
あ
っ
た
僕
等
の
や
う
に
、
飲
食
に
苦

お
に
さ
む
か
ぜ
の
し
ゆ
く

し
み
な
が
ら
、
火
に
追
は
れ
て
逃
げ
、
寒
い
風
に
あ
た
っ
て
、
野
宿
し
た
の
で
あ
ら
う

と
き
ご
お
ん
か
へ
い
ろ

/
L
B

も
の
お
も

僕
は
こ
ん
な
災
な
ん
に
あ
っ
た
人
に
、
し
ん
さ
い
の
時
の
御
思
返
し
に
、
色
々
ち
ょ
う
ほ
う
な
物
を
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
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地
震
、
今
頃
、
野
宿
の
ル
ピ
に
濁
点
は
見
え
な
か
っ
た
。

第
二
段
落
、
伝
聞
の
助
動
詞
が
さ
う
だ
で
は
な
く
そ
う
だ
と
書
か
れ
て
い
る
(
二
箇
所
)
。
こ
の
語
の
か
な
づ
か
い
の
ゆ
れ
を
示
し
て
い
る
。

第
三
段
落
の
そ
う
し
て
も
同
様
。

第
四
段
落
の
冒
頭
、
《
震
火
災
》
は
誤
植
か
も
し
れ
な
い
(
そ
の
あ
と
に
《
大
震
火
災
》
と
あ
る
の
で
、
《
大
》
が
落
ち
て
い
る
の
か
も
し(434) 

れ
な
い
)
。



前
後
を
見
る
と
、
こ
の
「
コ
ド
モ
ホ
ウ
チ
」
は
毎
週
日
曜
日
付
(
実
際
に
は
そ
の
前
日
の
夕
刊
)
の
紙
面
に
あ
っ
た
。
児
童
作
品
が
載
る

こ
と
も
あ
る
が
(
五
月
二
十
四
日
付
で
は
「
児
童
作
品
/
春
の
巻
/
青
山
師
範
付
属
小
学
生
徒
」
(
附
属
で
は
な
い
〕
だ
っ
た
)
、
学
者
の
談

(433) 

話
記
事
な
ど
の
場
合
も
あ
る
(
六
月
七
日
付
で
は
「
理
学
博
士
/
石
川
千
代
松
氏
談
/
「
海
に
も
山
に
も
/
面
白
い
小
動
物
」
)
。

児
童
作
品
は
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
教
員
の
発
意
で
児
童
に
書
か
せ
、
よ
い
も
の
を
選
ん
で
新
聞
社
に

送
っ
た
ー
ー
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
あ
る
い
は
新
聞
社
か
ら
学
校
に
声
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
自
筆
年
譜
の
記
述
で
は
一

人
で
投
稿
し
た
よ
う
に
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

井
口
樹
生
著
・
藤
原
茂
樹
編
『
池
田
禰
三
郎
の
学
問
と
そ
の
後
|
|
霊
魂
信
仰
の
ゆ
く
え1
1

」
(
発
行
・
レ
ビ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
発
売
・
ブ
ッ

キ
ン
グ
、
平
成
十
四
年
刊
)
に
は
井
口
樹
生
編
「
池
田
粥
三
郎
年
譜
」
が
載
っ
て
い
る
。
『
池
田
禰
三
郎
著
作
集
』

の
「
自
撰
年
譜
」
を
圧
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縮
し
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
大
正
十
四
年
の
項
は
、

五
月
。
二
三
日
、
兵
庫
県
北
部
但
馬
地
方
の
大
地
震
に
見
舞
文
を
書
き
『
報
知
新
聞
』
に
載
る
。

と
あ
た
か
も
五
月
二
十
三
日
に
新
聞
に
載
っ
た
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
五
月
二
十
三
日
は
地
震
の
あ
っ
た
日
。
載
っ
た
の
は
三
十
一

日
付
で
あ
る
。大

正
十
五
年
(
数
え
十
三
歳
)

『
池
田
粥
三
郎
著
作
集
』の
「
自
撰
年
譜
」
の
こ
の
年
の
項
に
、



一
月
。
新
聞
『
高
朝
報
』
が
「
寅
歳
の
秀
才
児
」
と
い
う
特
集
を
扱
い
、
記
事
が
出
た
。
そ
の
折
の
写
真
が
今
手
も
と
に
あ
る
も
の
の

中
で
一
番
古
い
。

と
あ
る
(
『
現
代
知
性
全
集
』
の
「
年
譜
」
に
は
こ
の
こ
と
は
見
え
な
い
)
。

た
し
か
に
大
正
十
五
年
一
月
一
日
付
の
「
高
朝
報
」
に
は
「
寅
歳
の
秀
才
児
」
と
し
て
池
田
禰
三
郎
が
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
こ

れ
を
募
集
す
る
告
知
か
ら
紹
介
し
た
い
。
大
正
十
四
年
十
二
月
三
日
付
の
「
寓
朝
報
」
第
七
面
に
「
一
技
一
能
に
秀
で
た
/
少
年
少
女
諸
君

を
御
紹
介
」
〔
横
組
〕
、
「
寅
歳
の
諸
君
を
/
ど
し
/
\
御
/
投
書
下
さ
い
」
〔
縦
組
〕
と
い
う
見
出
し
の
カ
コ
ミ
記
事
が
あ
る
。

ム
天
才
を
発
見
す
る
の
は
、
川
原
の
砂
の
中
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
拾
ふ
や
う
に
尊
い
、
そ
し
て
楽
し
い
慰
み
で
す
、
わ
が
社
は
新
年

-165-

早
々
寅
歳
の
少
年
の
中
か
ら
、
さ
う
し
た
天
才
を
発
見
し
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
む
為
め
に
、
左
の
規
程
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
応

募
を
も
と
め
ま
す

ム
答
案
は
一
回
一
人
分
十
五
字
詰
百
行
前
後
と
し
、
家
庭
、
学
校
の
関
係
も
書
き
添
へ
写
真
も
必
要
で
す

ム
本
社
は
光
輝
あ
る
諸
君
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め
精
選
調
査
の
上
こ
れ
を
大
正
十
五
年
元
旦
紙
上
よ
り
発
表
い
た
し
ま
す

ム
当
選
の
少
年
少
女
諸
君
へ
は
永
久
に
記
念
と
な
る
美
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す

ム
答
案
は
本
社
内
『
天
才
礼
讃
係
り
宛
の
こ
と
』

ム
締
切
り

十
二
月
十
日

(432) 



要
す
る
に
こ
れ
は
、
寅
年
の
天
才
少
年
・
天
才
少
女
の
周
囲
の
大
人
に
対
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
《
答
案
》
と
は
つ
ま
り
推

(431) 

薦
状
の
こ
と
に
な
る
。

同
じ
告
知
が
次
の
十
二
月
四
日
付
の
第
五
面
に
も
載
っ
て
い
た
。

そ
し
て
大
正
十
五
年
一
月
一
日
の
「
寓
朝
報
」
の
第
十
面
と
第
十
一
面
に
「
え
ら
ば
れ
た
少
年
少
女
/
こ
と
し
十
三
/
寅
歳
の
秀
才
/
・
:

勝
気
な
気
性
が
そ
の
特
徴
」
と
題
す
る
記
事
が
載
っ
た
の
で
あ
る
。

一
技
一
能
に
秀
で
た
寅
歳
の
天
才
児
を
発
見
し
よ
う
と
試
み
た
我
社
の
企
て
は
、
満
天
下
の
父
兄
や
先
生
方
の
熱
心
な
声
援
に
よ
っ
て
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成
功
し
ま
し
た
。

或
は
一
校
か
ら
五
人
十
人
と
応
募
さ
れ
た
向
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
本
社
で
便
宜
三
名
以
内
に
限
り
ま
し
た
。
又
児
童
自
身

で
得
意
の
作
品
を
投
書
さ
れ
た
方
も
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
全
部
お
預
り
致
し
ま
し
た
。

そ
の
選
に
漏
れ
た
方
も
素
よ
り
一
人
残
ら
ず
秀
才
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
や
何
ん
か
で
、
己
む
を
得
な
い
事
情
で
あ
っ
た
こ
と
を
御
諒

察
下
さ
い
。

か
く
て
精
選
に
精
選
し
、

の
こ
っ
た
宝
石
を
紙
上
に
列
べ
て
、
こ
の
年
の
始
め
に
読
者
諸
君
と
共
に
祝
福
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

入
選
さ
れ
た
方
は
、
何
れ
も
小
学
校
の
五
年
か
六
年
の
男
女
生
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
推
薦
文
を
見
ま
す
る
と
、
柔
和
な
中
に
も
豪
気

な
、
勝
気
な
、
進
取
的
気
性
に
富
ん
で
ゐ
る
こ
と
も
略
ぽ
一
様
な
特
徴
で
あ
り
ま
す
。



と
い
う
リ

l

ド
の
あ
と
、
ま
ず
「
推
賞
六
十
五
名
/
栄
冠
を
か
ち
え
た
人
々
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、

(
姓
名
)

加
藤

元
康

岩
崎

久
雄

大
島

英
義

岡
田
喜
美
子

小
倉
さ
く
子

(
特
長
)

理
科

If.b 
月ヱミ

画
算
術

国
語

王
也
王
己

主
よ
王
E

(
学
校
)

鞠
絵

小
旦ι
寸ー

王
子

堀
内

軍当「
I司

千

穂

同

右

本
郷

真
砂

:
の
ご
と
く
に
並
べ
ら
れ
、
ど
う
い
う
順
序
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
何
の
説
明
も
な
い
が
、
十
九
番
目
に
、

池
田
5爾

郎

作
文

京
橋

泰
明

と
登
場
す
る
。
こ
の
あ
と
「
ぴ
わ
界
の
三
天
才
/
御
前
演
奏
も
た
ぴ
/
\
」
と
い
っ
た
見
出
し
と
と
も
に
(
時
に
顔
写
真
入
り
で
)
個
人

別
の
紹
介
記
事
が
続
く
。
池
田
粥
三
郎
の
記
事
は
次
の
面
(
第
十
一
面
)
の
右
肩
に
あ
っ
た
(
記
事
冒
頭
は
天
ツ
キ
だ
が
、
そ
の
あ
と
文
の

途
中
で
も
改
行
し
、
そ
こ
は
一
字
下
ゲ
、
行
頭
二
字
は
字
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
な
る
べ
く
そ
の
体
裁
を
生
か
し
て
書
き
写
し
て
み
た
い
)
。

-167-(430) 



六
年
の
教
科
書
も

独
力
で
突
破

泰
明
小
学
五
年
|
|
池
田
禰
三
郎
君

天
金
と
云
へ
ば
誰
知
ら
ぬ
も
の
も
な
い
江
戸
の
名
物
『
お
い
し
い
天
ぷ
ら
の
本
場
』
で
あ
る
。
池
田
禰
三
郎
君
は
こ
の
暖
か
い
家
庭
に

生
れ
た
天
才
児
で
、
京
橋
泰
明
小
学
校
の
五
年
の
優
等
生
で
す
〔
/
〕
君
は

学
校
は
何
で
も
得
意
だ
が
、
中
で
も
君
の
大
得
意
は
数
学
に
作
文
で
あ
る
と
。
先
生
が
補
充
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
る
算
術
な

ど
は
殆
ど
出
来
な
い
も
の
は
な
い
有
様
で
、
偶
ま
先
生
が
不
在
中
に
は
、
君
が
問
題
を
自
ら
作
成
し
て
、
同
僚
に
こ
れ
を
提
出
し
て
教

へ
る
こ
と
も
あ
る

聞

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
君
は
既
に
六
年
の
教
科
書
を
突
破
し
て
、
中
等
学
校
入
学
試
験
問
題
集
中
の
応
用
問
題
を
ど
ん
/
\

片
づ
け
て
居
る
と
の
こ
と
で
す
。
次
に
面
白
い
こ
と
は
、
泰
明
小
学
校
に
は
自
立
会
と
称
す
る
自
治
的
の
会
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

旧
盗
塁
達
の
規
則
を
定
め
る
衆
議
院
で
あ
る
故
に
、
相
当
に
議
論
も
起
る
さ
う
だ
が
、
池
田
君
は
こ
の
自
立
会
の
領
袖
を
も
っ
て

任
じ
、
君
の
堂
々
た
る
論
戦
振
り
は
同
輩
を
心
服
せ
し
め
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
禰
三
郎
君
は
も
う
二
三
年
前
か
ら

日
記

を
欠
か
さ
ず
書
い
て
ゐ
る
と
の
こ
と
に
、
こ
れ
に
は
記
者
も
ひ
ど
く
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
記
事
に
写
真
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
紙
面
の
中
央
に
「
推
賞
の
人
々
」
と
し
て
四
十
人
の
顔
写
真
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
学
帽

を
か
ぶ
っ
た
池
田
粥
三
郎
の
写
真
も
あ
る
。
こ
れ
が
「
自
撰
年
譜
」
に
言
う
と
こ
ろ
の
一
番
古
い
写
真
な
の
で
あ
ろ
う
。

池
田
禰
三
郎
の
記
事
の
下
に
「
応
募
十
八
名
に
及
ん
だ
/
四
谷
の
第
二
小
学
/
い
づ
れ
も
劣
ら
ぬ
秀
才
ぞ
ろ
ひ
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事

(429) -168-



が
あ
り
、
《
四
谷
第
二
小
学
校
は
秀
才
ぞ
ろ
ひ
の
評
判
高
く
、
寅
年
生
れ
の
抜
群
と
し
て
》
:
:
:
と
十
八
人
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
《
中
で
左
の
三
君
を
特
に
変
っ
た
技
能
の
点
に
お
い
て
、
本
社
は
推
賞
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
》
と
三
人
に
つ
い
て
の
み
詳
し
く

書
い
て
い
る
。
小
学
校
側
は
十
八
人
送
り
込
み
、
新
聞
社
が
そ
こ
か
ら
三
人
に
絞
っ
た
わ
け
だ
が
、
じ
つ
は
最
初
の
十
八
人
の
中
に
《
(
五

男
)
江
口
敢
、
深
谷
一
郎
、
片
岡
忠
、
井
筒
俊
彦
、
南
豊
》
:
:
:
と
井
筒
俊
彦
の
名
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
井
筒
俊
彦
は
大
正
三
年
五

月
四
日
生
れ
、
池
田
禰
三
郎
は
大
正
三
年
十
二
月
二
十
一
日
生
れ
、
と
も
に
こ
の
と
き
は
小
学
校
五
年
生
、
と
も
に
寅
歳
の
天
才
児
と
誼
わ

れ
、
六
年
後
に
は
慶
慮
義
塾
大
学
経
済
学
部
予
科
一
年
の
同
級
生
と
な
る
。

(
当
時
の
新
聞
は
お
お
む
ね
総
ル
ピ
で
あ
る
が
、
池
田
禰
三
郎
の
作
文
以
外
の
引
用
に
お
い
て
は
、
ル
ピ
の
一
部
を
生
か
す
に
と
ど
め
た
)

-169-(428) 


